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研究成果の概要（和文）：金融や保険の資産モデルなどに応用される確率モデルに含まれる未知

パラメータに対する，データに基づく実際的な推定手法を開発し，その理論的な正当性を数学

的に証明した．その手法の計算機への実装も進行中である． 

 
研究成果の概要（英文）：We developed some statistical methodologies to estimate unknown 

parameters in stochastic models, which is used in financial and insurance applications. The 

estimators are based on a set of practical data, and has a mathematical validity. The 

implementation to a computational package is also ongoing.  
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１．研究開始当初の背景 

 セミマルチンゲールモデルは，ファイナン
スや保険における資産価格のモデルとして
頻繁に使用されたり，乱気流，人口変動のモ
デルなど，幅広い分野で応用される数学モデ
ルであり，その推測論は，理論上も応用上も
多くの研究者の注目を集めるものである．と
ころが，実際の時系列データは時間に関して
離散的に観測されるため「連続時間モデルに
対する離散観測推定理論」の研究が必須とさ
れ，1980 年代頃から多くの数理統計学者によ
って離散観測推定理論が研究されてきてい
る．近年，金融工学を中心にジャンプ型モデ
ルの需要が高まっており，その推定理論に注

目が集まってきている．特に離散観測に基づ
く推定理論とその実用化は，金融実務におけ
る最重要課題の一つと位置付けられ，国際学
会等でも盛んに取り上げられる話題である．  

 

２．研究の目的 

 本課題は，離散的に観測されるセミマルチ
ンゲール確率モデルにおける漸近推測理論
を構築することにより，数学的正当性を備え
たモデルの推測手法を提案し，更に有限標本
下における予測精度の改善手法を同時開発
し，それらを計算機へ実装することを目的と
する．この一連の研究によって，純粋に数学
的な統計的推測論を実データに応用可能な
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形で提供し，それをソフトウェアとしてパッ
ケージ化することにより，ユーザーが手軽に
活用できるシステムを作ることが目標であ
る． 

 

３．研究の方法 

 研究は 3 年計画で，最初の 2 年は理論研究
を中心に進める． 

（１）1 年目は， 有限活動型モデルの中でも、
ある特殊なモデルに焦点を当てて考察を開
始する． 

（２）段階的に，無限活動型，非マルコフ型
とモデルの拡張を進め，パラメータの推定理
論を完成させる． 

（３）2 年目は前年度で得られた推定手法を
応用したモデル選択問題の理論的考察を行
う． 

（４）上記理論を完成させた後，3 年目には
有限標本下での理論実装の方法を研究し，計
算機実装とパッケージ化を行う． 

 
４．研究成果 
 研究方法で述べた番号に従ってその成果
を記す． 
（１）において，ジャンプの構造を決めるレ
ヴィ測度に対する汎関数に対するセミパラ
メトリック推定量を構成し，その漸近的性質
を明らかにした． 
（２）無限頻度型モデルのパラメータ推定は，
ジャンプ部分の推定を除いて推定量の構成
が可能となった．特に，推定量構成の際に必
要となるジャンプ判別漸近フィルターの選
択に関して，データに基づいた選択の規準を
開発し，実データに応用可能であることを示
した． 
（３）モデル選択の予備考察として，応用上
有用と思われる金融モデルに着目して，その
パラメータ推定を行った．特に，非エルゴー
ド的なプロセスに関する未知母数推定量の
漸近的性質とその収束レートに関する考察
を行った．これによって，幅広いクラスのモ
デルから最適なモデルを選択するための下
地を作った． 
（４）計算機実装に関して，統計ソフトウェ
ア R に関するパッケージ化のプロジェクト
YUIMA プロジェクトを通して，実現した手法
の実装を進めている． 
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